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反転印刷 転写紙の印刷方法

なま
え

180℃で一ヶ所 15 ～ 20秒間

上から押さえつけるように！

あ あ

※転写紙・仕上げ紙の表面は、カット部分を右上にしたときの手前面です。

※仕上げ紙の裏表に
　ご注意ください。

作成したデータをプリント

出来上がり！

カラーレーザープリンタ＆カラーコピー専用転写紙　
取扱説明書

セット内容 準備するもの

アイロンプリントのコツ

転写紙からはがして仕上げ紙で
アイロンがけ

不要な部分をカットしてアイロンがけ

転写紙 …2枚 仕上げ紙…1枚 説明書…1枚 はさみ /カッターアイロン サンアートCOOL プリントする
Tシャツや布

作成したデータを「反転印刷」でプリントアウトしてください。転写紙への印刷は
カラーレーザープリンタ・カラーコピー機を使用し、用紙設定を「厚紙モード」ト
レイ設定を「手差しモード」に変更してください。転写紙はトレイに一枚ずつセッ
トしてください。また、この転写紙には給紙方向があります。段差のある方 ( ロッ
ク部分 ) から給紙、表面に印字されるようにトレイにセットしてください。ロック
部分は印字できますが、転写できません。印刷範囲に注意してください。

アイロンの熱が完全に冷めたらゆっくりと仕上げ紙をはがします。

これであなただけのオリジナルグッズが
出来上がり！

冷めたら T シャツから転写紙をゆっくりとはがします。最後に布の転写した部分に
仕上げ紙の表面を T シャツにあてて、高温綿（180℃）でもう一度アイロンがけを
します。（もう一度アイロンをかけることにより、しっかりと布に定着します。）洗
濯の時にはがれてしまわないように先程と同じく、端や角はしっかりと押さえては
がれないようにしましょう。

はさみまたはカッターで不要な部分をカットしましょう。切るときに、絵柄から
5mm 程度離して切ると転写する時に樹脂があまり残らずキレイに仕上がります。次
にプリントした面を下にして、アイロンをかけていきます。アイロンは厚みのある
平らな台の上で行ってください。180℃で 15～ 20 秒間、しっかりと上から押さ
えつけるようにしてかけましょう。特に端や角部分ははがれやすいので念入りに押
さえることがポイントです。

このたびはカラーレーザープリンタ＆カラーコピー専用転写紙「サンアートCOOL」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
この製品はT シャツや布製品にお使い頂けるアイロンプリント用ペーパーです。本製品を正しく安全に、よりお楽しみいただくために
ご使用前に必ず本書をよくお読みください。

転写紙 仕上げ紙

一ヶ所あたり15～ 20秒間くらい押さえてください

※アイロン台は柔らかく不安定
なのでおススメできません。

印
刷
面

・カット部分のある長辺のふちに
　ロック部（段差）があります。
　ロック部の方をプリンタ側に
　セットしてください。
・カット部分を右上にしたとき
　の手前面が印刷面です。
・連続給紙はおやめください。

給紙方向

ホルムアルデヒド不使用 インクジェット使用不可

安全安全

A4
説明書
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安全に関するご注意

ご使用上の注意

転写した布地のご注意

転写した布地を洗濯するときのご注意

プリント時のご注意

アイロンプレス時のご注意

アイロンを使用しますので、やけど、火災にご注意ください。特にお子様だけによる取り扱いは絶対におやめください。
本製品とご使用になるアイロンの取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。

転写紙は保管状態が悪いとコピー及びプリントが出来ない場合が発生します。
高温多湿な場所、直射日光を避けて曲がらないように保管してください。

・厚手の生地はお勧めできません。
・凹凸がある布地や硬い布地に転写した場合、生地の目が表面に出てきて印刷された原稿とは少し異なることがあります。
・凹凸の大きな布地への転写は凹んだ部分に転写紙の樹脂が入り込まず、接着不十分となり、布地の
　伸縮や洗濯によってひび割れ、剥がれ等が起こることがありますのでお勧めできません。

・ドライクリーニングは色落ちの原因になりますのでしないでください。
・漂白剤に長時間浸しておくと、転写部分が変色することがあります。
・洗濯堅牢度性に優れていますが、万一転写物の一部にはがれ、浮き上がりが見られたら再度仕上げ紙を介して加熱加圧することをお勧めします。
・洗濯機で洗う場合は、ネットに入れることをお勧めします。
・洗濯は、水洗いにして下さい。30℃以上の温水での洗濯はお避けください。
・乾燥機のご使用はお避けください。
・転写した部分にアイロンをかけるときは、必ずその部分に仕上げ紙を置いて行ってください。

・雨などによる湿気や温度差による吸湿が、転写紙もしくはプリンタ、コピー機内部に生じた場合、
　トナーののりが悪くなったり、定着できない部分が発生したり、プリンタ内部で紙詰まりを起こす場合があります。
・このような状態での転写紙の失敗及びプリンタ、コピー機の故障についての責任は負いかねますのでご了承ください。
・転写紙・仕上げ紙には裏表があります。カット部分を右上にしたときの手前面が表面です。

・布に折り目がある場合には、アイロンで折り目のしわを伸ばしてから転写してください。
・家庭用アイロンでスチームの穴がある場合は、その部分はムラが発生しやすいため、穴のない平らな部分を使用して転写してください。
　スチームアイロンはドライの状態でご使用ください。
・アイロンプレス後、転写紙の紙及び仕上げ紙はアイロンをかけた布が完全に冷めてからはがしてください。
　冷めないうちにはがすと絵柄や樹脂がはげる場合があります。
・転写紙および仕上げ紙の表裏を間違えないようにしてください。逆に置くとアイロン面または仕上げ紙に樹脂がついてしまいます。
・仕上げ紙は、10～20回程度使用できますので大切に保管してください。20回未満であっても転写された色が仕上げ紙に
　移ってくるようであれば使用しないでください。
・仕上げ紙は 1回使用すると仕上げ紙の色が変わり、表面がざらざらになったりしますが使用可能です。
・布地に転写されたものははがすことができませんので、テストをしてから本番をしてください。
・また失敗の責任は負いかねますのでご了承ください。


